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このような隣捗の軍義に対 して配位数 (平均隣接粒子数 )は二次元では密度によらず 6
であ り,平均数からのゆらぎが無秩序 さの度合 を襲わしている｡ これは 3角形内角の和が
7Tであるという性質に関係したことであるが,立体幾何学では多面体 内角の和についての
定理がな く(知 らないだけかもしれないが ),三次元では配位数 自体が無秩序さの度合 に
関係 している｡
次､のことは上に述べた8面体 も必要だという事柄の別の表現かも知れないが, 3角格子
での隣接 6粒子は角度 277を6等分 した全 く対称性のよい 6方向に配置 しているのに対 し
て三次元桐密格子 (f-tc,hcp)の隣接 121粒子は立体角,47tを相似に等分 した方向にはな
い｡正 20面体頂点の方向はこのような方向であるが5回対称 を基本としてお り; この多
るた-め拓第-殻での配置で方向の平等性､を破っており,平均 した上でこの水準七の平等性
をもつ と思われる流体相 とは明らかに対称性が異る｡ それに対 し二次元 3角格子では短距
離でめ対称性を犠性にせずに長距離秩序 を作 っている｡これは任意のnに対して正 n角形




だ充分検討 されていないようである.計算機実験 の結果 の系･:I)大きさに対する依存性 を注
意してみると,系の大きさと共に高密度相の圧力 が増す傾向があ り,4)上の考察 と傾向 とし
ては矛盾 していない｡
(注 )
1) M.G.Kendalland P.A.P.Moran, s`talisticalProbability" (Griffil,
Londo打,1963)
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